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＜ユニット移動＞

・金子　トヨ様：南D209→南C201へ

・栃木　春子様：南D207→南C206へ

・浅水　幸吉様：南C203→南D207へ　※電カル上は、南A113→南D207

＜居室移動＞

・高屋敷　はち様：南D207→南D209へ

・石黒　理一郎様：南D204→南D207へ

・本堂　秀夫様：南A118→南D204へ　　※電カル上の移動のみ
＜連絡事項＞
・嚥下機能に関しての取り組みについて佐藤ＡＯＭからメールが来ているので、各自確認をし、アンケートには5／20までに決められたフォルダへ保存をして下さい。
＜患者様連絡事項＞
・藤嶋　孝光様～アズノール処置継続。
・佐藤　光子様～尿取りパッドをジャバラにし当てているが、それで皮膚へ摩擦がかかり負担をかけていると思われる。ジャバラパッドは当てず、オムツ交換回数を増やして様子を見る。(毎食後・離床時・23時・1時・4時・7時)
・類家　忠様～スミルスチックを深澤Ｄｒ不在の為、田名部Ｄｒへ処方してもらっています。
・田中　稔美様～カリーユニ点眼液、プラノプロフェン点眼液処方。
・山田　石見様～アズノール処方。
・山田　りつ様～左坐骨部に小豆大の水疱あり、パーミロールで保護している。
＜要注目患者様＞
・上神田　實様～午前午後共に血圧上150～152とやや高値だが他、バイタルサインの異常なし。痰鳴あり適宜吸引施行し、黄色痰多量に引けている。
・岡田　由太郎様～バイタルサインの異常なし。点滴や経管栄養のトラブル無し。
・夏坂　キミ様～午前はＳＳＴに参加し積極的に発言あり。他者交流も見られ穏やかに過ごしている。
・中居伊佐男様～嗄声、咽頭痛あり、本人から薬の希望聞かれる。バイタルサインの異常なし。
・内田　勇三様～朝食全量摂取。食後から腹痛、胃部痛訴え入浴やＳＳＴは拒否し臥床している。ステーションへは2回程来て訴え、体温を測ったりしている。昼食は「食欲ない」と話すが2／3摂取。バイタルサインの異常はない。
・村中　つや様～朝食自力にて1/2、補食全量摂取される。表情すっきりしており、スタッフをみて笑顔見せている。昼食ほぼ全量に近く3/4摂取。
・三田　よし子様～10時、体温37.1℃。臥床時クーリング行うが起き上がり頻回。湿性咳嗽ある。朝食1/5　補食全量摂取。昼食は介助にて2／3、補食全量摂取。酸素飽和濃度の低下無し。点滴トラブルなく施行中。
・松村　博美様～朝食自力で全量摂取。不機嫌で独語しながら怒っている。多動で脱衣行為や、車椅子を力強く弄っては独語し大声で暴言を吐く様子あり。
・浅水　幸吉様～ホールでテレビを観ていた際、放歌していた清水　進様へ大声で怒鳴っており介入すると一時的には落ち着かれている。
・三上　ミヨ様～昨日不眠。朝食数口とメイバランスミニ1本摂取。独語し一人で笑ったりもされ、機嫌はよい。昼食は1／3、メイバランスミニ1本摂取。点滴トラブルなく実施中。
　　　　　　　　最近食事も少しずつ摂れてきており、ご家族も毎日来ておやつやメイバランスを飲ませている為、点滴について指示を貰い直していく。
＜拘束について＞
・拘束をした場合は、開始と解除のメールを流す。
・電子カルテを開き、左側の6番目に「隔離・拘束」という項目がある。拘束の場合15分
置きに記録が必要で、色を選択。コメントは毎回必要ないが、何か変わった事(興奮し暴
れる、循環障害がある)があれば、入力する。
・拘束したという書類があるので、印刷し主治医へ印を貰い、スキャン保存する。書式は電子カルテのに入っている。
・ご家族へ拘束をするという事を伝える。

・拘束解除時、記録を残しフローへ飛ばす。

＜業務改善案＞
・口腔ケア物品のオーラ2や口腔ティッシュなどの消耗品の補充作業について、以前は船
橋さんが行っていたが、現在は誰もやっていない状態。今後は誰がやる等は決めず、無
くなる前に気付いたスタッフが都度補充を行う事。
・汚染オムツは、都度新聞に包んで捨てること。暖かくなり臭いが酷くなる為。
・勤務帯によってはゴミが5袋にもなり、捨てるのが大変。休憩に入る人が捨てる等、少
しずつ捨てれば負担が減る。各勤務帯にこだわらず、皆で配慮し合い業務を行っていき
ましょう。

・朝の申し送りにみんなが集まらずバラバラ。申し送り時間に間に合うように出勤する。
・申し送りの内容が多く、時間がかかる。重要な申し送りを最初にし、重要度が低い申し
送りは後にする。
・夜勤明けが帰る時間になってから申し送りを始めたりすることも多い。もう少し早めに
申し送りをする。
＜岡田　由太郎様、上神田　實様の口腔ケアについて＞
◎上記2名の口腔汚染が酷いことについて、昨日に引き続き検討した。
【意見】
・定時の口腔ケアは実施できていると思われるが、時間外にも痰が絡んだりすることが多
い。他患者の対応に追われすぐに口腔ケア出来ない事もある。部屋に物品を置いていれ
ば、すぐに実施できるのではないか。
→観察室はスタッフ以外入らない為良いが、Ｂ101号室などは他患者が入り収集する可能
性があり、思わぬ事故に繋がる危険も考えられるので置かない方が良いのではないか。
・当日の勤務で違うユニットについたスタッフが、痰絡みなどに気付いた時、スルーせず
口腔ケアをしてほしい。ユニットにこだわらず実施するべき。
【対応策】
・自分の付いたユニットにこだわらず、定時の口腔ケア時間以外で痰がらみなどに気付い
たスタッフは口腔ケアを都度実施していく。
・観察室には口腔ケア物品を置く。Ｂ101号室に関しては部屋へは置かず、ステーション
で口腔ケア物品を管理する。
